
事故分類 労働災害 発生日時 工事関係者区分 二次下請

事故区分 転倒 性別 男性 年齢 30 業種区分 建築

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 0.5

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

様式６

公 共 工 事 等 事 故 情 報

事故後、作業時は足元と周囲の確認を行うよう受注者より全作業員に指示を行った。
今後は天候にかかわらず、梁部分が開口部となる場合は梁渡り通路（足場板敷）を設置する。
また、朝礼時、全作業員に足元と周囲の確認を行うよう周知する。
（外国人作業員については、言語レベルに応じてわかりやすく指示・伝達を行う。）

事故状況図

改善状況図

令和７年４月１４日（月曜日）　　10時　　40分

軽傷

雨天の中、２階スラブ上で当事者が鉄筋資材運搬中、梁部型枠の溝（幅65㎝×深さ68㎝）を乗り越え
る際にスラブ型枠が濡れていたため足を滑らせて転倒し、梁型枠の角部で右頭部を打ったもの。

雨により視界が良好でなく、足元条件も悪い状況で、受注者により足元注意の指示がなされていたに
もかかわらず当事者が足元への注意を十分払っていなかったため。

建物新築工事

開口部への足場板設置


